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 [before Aug. 1858] 
Dear Mrs Stanley －I would  
come to you tomorrow evening  
with great pleasure but  
I am engaged. I am afraid  
for all the evening. 

yours ever 
J.S. Mill 

I[ndia] H[ouse] 
thursday  
 
注 1 日本大学法学部所蔵自筆書簡。東インド会社からの発信で、1858 年 8 月以前のもの。 
〔宛名は〕おそらくは、ノーウィッチ主教（Bishop of Norwich）であるエドワード・ス

タンレー（Edward Stanley. 1779-1849）の妻で、後のウェストミンスター寺院首席司祭

（Dean of Westminster）となるアーサー・ペンリン・スタンレー（Arthur Penrhyn Stanley. 
1815-81）の母キャサリン・スタンレー（Catherine Stanley. 旧姓 Leycester. 1792-1862）
である。 
 


